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歌

三重
E三宮

て

歌

書

の

古

典

奈

良

・
平

安

四
月
十
九
日
j
五
月
十
四
日

五
月
十
七
日
j
六
月
十
五
日

二
、
歌

書

の

古

典

2

中

世

・
近

世

七
月
十
二
日
j
八
月
十
三
日

八
月
十
六
日
i
九
月
十
四
日

1 

か

し
ょ

「
歌
書
」
と
は
、
歌
集
や
歌
学
、
歌
論
に
つ
い
て
の
書
物

を
さ
す
言
葉
で
す
。
蓬
左
文
庫
に
は
、
「
万
葉
集
」
「
古
今

集
」
な
ど
の
古
典
的
な
歌
舎
は
も
ち
ろ
ん
、
豪
華
な
蒔
絵
の

容
慌
に
納
め
ら
れ
、
大
名
前
度
と
し
て
説
え
ら
れ
た
歌
書
な

ど
、
多
く
の
歌
書
が
伝
来
し
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
は
、
近

世
近
代
を
中
心
と
し
た
雑
賀
重
良
氏
の
歌
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
豊
富
な
内
容
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
古
典
的
な
歌
舎
を
と
り
あ
げ
る
前
期
二
回
を
は
じ
め
、

今
年
度
は
こ
の
雑
賀
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
加
え、

一
年
を

過
し
て
蓬
左
文
庫
の
様
々
な
「
歌
書
L

を
紹
介
し
ま
す
。

。
歌
書
の
古
典

1
奈
良
・
平
安

歌
と
は
リ
ズ
ム
を
主
と
し
て
作
ら
れ
た
文
章
の
総
称
と
も

い
え
ま
す
。
も
と
も
と
は
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
て
歌

わ
れ
た
も
の
か
ら
始
ま
り
、
文
献
の
中
に
記
載
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
リ
ズ
ム
を
主
体
と
し
た
も
の
に
変
質
し
て
い
き
ま

し
た
。
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
収
録
さ
れ
た
「
記
紀

歌
謡
」
あ
た
り
が
そ
の
始
ま
り
で
す
が
、
完
結
し
た
寸
歌

書
」
、
「
和
歌
集
」
と
し
て
は
、
八
世
紀
後
半
に
成
立
し
た

『万
葉
集
』
が
わ
が
国
現
存
故
古
の
歌
集
で
す
。
七
世
紀
前

半
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
至
る
約

一
五

0
年
間
に
お
よ
ぶ
総
計

四
五

O
O
首
を
収
録
す
る

『万
葉
集
」
は
、
古
代
詩
、
古
代

歌
の
宝
庫
で
あ
り
、
こ
の
後
永
く
日
本
文
学
の
主
流
で
あ
り

続
け
た
「
和
歌
」
の
線
源
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

や
2
と

う

た

か

ら

う

た

一
方
、
「
和
歌
」
に
対
す
る
「
漢
詩
」
の
ほ
う
で
は
、
万

か
い
ふ
う
そ
ヲ

葉
集
よ
り

一
足
早
く
、
対
古
の
淡
詩
集

『懐
風
謀
』
が
成

や
£
と
う
た

立
し
て
い
ま
す
。
万
葉
集
に
お
け
る
「
和
歌
」
の
開
花
に

対
し
て
、
九
世
紀
前
半
、
平
安
時
代
初
期
の
文
学
の
主
流
は
、

り
A
A
7

う
ん
し
ん
し
・う

ぶ

ん

か

L
・
う
れし
rL
命
令

付

い

ニ

〈

L
・
ぅ

漢
詩
文
で
あ
り
、
「
凌
雲
新
集
」
「
文
華
秀
麗
集
」
「
経
国
集
」

の
三
勅
撰
集
が
相
次
い
で
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
十

世
紀
初
頭
、
「
古
今
和
歌
集
」
が
誕
詩
集
に
代
わ

っ
て
勅
撲

の
和
歌
集
と
し
て
宮
廷
社
会
の
表
舞
台
に
登
場
し
ま
し
た
。

『古
今
集
』
は
平
安
京
の
宮
廷
的
な
美
意
識
や
季
節
感
を
集

大
成
し
た
規
範
的
な
古
典
で
あ
り
、
十
五
世
紀
に
及
ぶ
二
十

一
の
勅
撰
集

「二
十

一
代
集
』
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。
四
季
の
歌
と
恋
の
歌
を
中
心
と
し
た
構
成
を
は
じ

め
、
後
々
ま
で
歌
集
の
規
範
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
続
い
て

『後
撰
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
と

一
世
紀

の
問
に
「
三
代
集
」
と
総
称
さ
れ
る
三
つ
の
勅
撰
集
が
編
纂

さ
れ
、
和
歌
は
賞
族
社
会
の
風
殺
な
対
話
の
道
具
と
し
て
も

用
い
ら
れ
、
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。
王
朝
文
芸
の
円
熟
期

に
あ
た
る
十

一
世
紀
に
は
、
和
歌
は
、
歌
会
、
歌
合
わ
せ
な

ど
貨
族
社
会
の
社
交
の
場
で
華
や
か
に
展
開
し
ま
し
た
。

L
－
う
い

わ

か
し
，
ぅ

『拾
遺
和
歌
集
」
か
ら
八
十
年
を
へ
て
編
纂
さ
れ
た

「後
拾

遺
和
歌
集
』
に
は
、
こ

の
時
期
の
王
朝
文
化
が
生
ん
だ
和
歌

が
集
大
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ん
よ
う
わ
か
し
命
令

し

か

院
政
期
と
な
る
十
二
世
紀
に
は

『金
業
和
歌
集
』
『
詞
花

わ

か

し
0
・9

ぜ
ん

F
い

わ

か

し

？
ヲ

和
歌
集
』
『
千
赦
和
歌
集
』
と
三
つ
の
勅
撰
集
の
編
纂
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
和
歌
は
専
門
化、

技
巧
化
の

傾
向
を
強
め
、
武
家
の
台
頭
、
立
族
政
治
の
衰
退
と
と
も
に

し
ん
二

、さ
ん
わ
か
し
ゅ
う

『新
古
今
和
歌
集
』
に
代
表
さ
れ
る
中
世
和
歌
の
世
界
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

世
版
社
会
が
衰
退
し
、

王
朝
文
化
の
小
で
隆
雌
し
た
歌
の

世
界
が
新
鮮
さ
を
失

っ
て
も
、
歌
の
世
界
の
知
識
、
教
養
は
、

公
的
地
位
や
教
誌
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

ゎ，oんろうえいL・9
和漢朗詠集

25.5×17. Ocm 

朗詠 （平安｜時代の儀式や饗

宴の際、 i史詩や和歌に節をつ

けて謡うこと）に適した漢詩

と和歌を集めた詩歌集。11世

紀頃の成立で、平安時代以来、

能；作家による写本の多いこと

でも知lられる。
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成立II寺JU]

10世紀初頭

10世紀半ば

II 世紀末

12世紀半（；f

I l 世紀初日~［

12世紀前半

12世紀末

13世紀初頭

者

花山ii；王χは藤
原長能他

j店！俊ffi

iil・JJF.Ji己申ll他

二十一代集一覧

紀口之他

Ji;事！京ill'！輔

藤原俊成

i店！通具他

jj;車！京i邑｛変

巳
む
惚
刀巻数

10 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

JO 

ft 
1t 

後J合逃和歌集

新古今和歌集

名4ネ

古今和歌集

後撚和歌集

伶逃和歌集

金業和歌集

詞花和歌集

千ili'ztn歌集

「
I
l－
－

5 

八
代
集

と
く
に
万
葉
集
か
ら
勅
撰
の
「
八
代
集
」
に
い
た
る
奈
良
朝
、

平
安
朝
の
歌
合
は
、
「
古
典
中
の
古
典
」
と
よ
ぶ
べ
き
も
の

で
あ
り
、
蓬
左
文
庫
に
伝
え
ら
れ
る
尾
張
徳
川
家
の
旧
蔵
舎

の
中
に
は
、
務
主
や
そ
の
夫
人
達
に
関
わ
る
い
く
種
類
も
の

『万
葉
集
』
や

『古
今
集
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

av歌
書
の
古
典

2
中
世
・
近
世

『新
古
今
和
歌
集
』
の
成
立
は
、
平
安
朝
の
和
歌
の
終
駕

と
中
世
和
歌
の
始
ま
り
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
後
応

仁
の
乱
が
始
ま
る
十
五
世
紀
前
半
ま
で
に
、
十

一
の
勅
撰
歌

集
が
編
纂
さ
れ
ま
す
が
、
和
歌
自
身
は
形
骸
化
の
方
向
を
た

ど
り
ま
し
た
。
一

方
で
、

二
条
家
、
京
極
・
家
、
冷
泉
家
、
飛

鳥
井
家
、
東
家
な
ど
の
専
門
的
な
「
歌
の
家
」
と
多
く
の
歌

論
が
成
立
し
、
中
世
は
「
歌
学
の
時
代
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
『
小
倉
百
人

一
首
」
を
編
纂
し
た
藤
保
定
家

（
一
一

六
二
i
一一一
四

二

は
、
・
中
世
を
代
表
す
る
歌
人
、
歌
学
者
、

古
典
学
者
で
、

『新
古
今
和
歌
集
』
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
な

ど
勅
撰
集
の
撰
者
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

『近
代
秀
歌
』 13世紀前半jj;利点定家20 新Jj!）開閉It!X、1t9 

13世紀半ば

14世紀半ば

14W：紀半ば

13世紀後半

14 I世紀初頭

14世紀前半

14世紀前半

14世紀前半

14世紀後二｜主

14世紀末

15世紀前半

13世紀末

jj;事l原為家

藤原1..}a.主f也

花｜童l法：；l又は光
！滋卜.Y.

山
出｛
 

J
H
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h
 

叩
叫

二条1..｝定他

二条1..｝主他

飛J~） I：雅｜止

二条為氏

二条為｜止

京拘＼1.｝ ~lt

二条為l止

二条為；と

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

続後撲和歌集

統f創合迂I和歌集

j瓜羽t和歌集

新f炎伶逃和歌集

新統古今手II歌集

統古今和歌集

続拾遺和歌集

新後撰和歌集

統二Hoct11：日；1t

新千，，を和歌集

新J合泣和歌集

玉業和歌集

10 

JS 

21 

20 

12 

13 

15 

16 

17 

19 

11 

14 

え
い
か
た
吋
か
が
い

『詠
歌
大
概
』
な
ど
多
く
の
歌
論
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
も

知
ら
れ
、
彼
の
著
し
た
歌
書
は
後
世
に
わ
た

っ
て
歌
の
世
界

で
権
威
を
持
ち
続
け
ま
し
た
。

形
骸
化
の
方
向
を
た
ど

っ
た
和
歌
に
対
し
て
中
世
を
代
表

す
る
詩
歌
は
、
連
歌
で
す
。
連
歌
は
、
五
、
七
、
五
の
発
句

に
始
ま
り
、
七
、
七
の
脇
句
が
こ
れ
を
受
け
、
さ
ら
に
五
、

七
、
五
の
第
三
句
に
続
き
、
以
下
長
短
二
句
を
交
互
に
重
ね

て
百
句
に
及
ぶ
こ
と
を
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
十
三
世
紀

初
頭
に
は
、
和
歌
の
会
に
対
し
て
連
歌
の
会
が
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に
専
門
の
連
歌
師
が
誕
生
し
ま
し
た
。
連

し
ん
ぜ
ん
つ
〈

ば

し
ゅ
う

歌
師
の

一
人
宗
祇
は
、

「新
撰
菟
玖
波
集
』
を
編
纂
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
連
歌
論
を
残
し
て
い
ま
す
。
蓬
左
文
庫
に

は
、
宗
祇
を
は
じ
め
十
川
吐
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
い
た
る
連

歌
の
品
川
崎
期
に
活
躍
し
た
連
歌
師
の
著
作
の
優
れ
た
写
本
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
連
歌
も
や
が
て
権
威
化
、
形
式
化
の
道
を
た
ど
り
、

そ
れ
ま
で
主
流
で
は
な
か

っ
た
滑
稽
、
お
か
し
み
を
主
と
す

る
俳
諦
連
歌
が
活
況
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
俳

諦
連
歌
か
ら
独
立
し
た
の
が
俳
諦
で
、
近
世
に
は
庶
民
間
川
を

中
心
に
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
ま
す
。

近
世
の
歌
の
世
界
は
、
様
々
な
分
野
で
広
範
な
作
歌
府
を

生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
り
、
各
地
で
多
く
の
結
社
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
広
が
り
の
背
景
に
、
近
世
の
山
版
文
化

の
発
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
写

本
を
基
調
と
し
て
い
た
歌
書
に
お
い
て
、
古
典
を
ふ
く
め
各

種
の
歌
集
や
歌
山
一子
、
歌
論
舎
が
註
産
さ
れ
た
こ
と
は
、
画
則

的
な
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
有
名
作
家
お
よ
び
全
国
の
新
進
作
家
の
歌
を
集
成

ふ
く
V
A〈し
命令

か

も

が

わ

し

？
ヲ

し
た
も
の
に

『飯
玉
集
」
『
鴨
川
集
」
が
あ
り
、
初
学
者
の

れ
い

や

た
め
に
、
万
葉
以
来
の
歌
人
の
歌
を
集
め
た

『類
題
怜
野

し
。
ぅ集
」
を
は
じ
め
多
く
の
歌
集
、
歌
学
入
門
書
、
歌
語
辞
典
な

ど
が
、
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

『万
葉
集
』
や

『古
今

集
』
『
新
古
今
集
』
な
ど
の
古
典
研
究
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、

多
く
の
注
釈
舎
が
編
纂
、
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

や
が
て
「
国
学
L

と
な
り
、
幕
末
期
の
政
治
思
想
に
も
影
響

を
あ
た
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
世
に
お
い
て
も
和
歌
向
身
に
は
時
代
精
神
を

代
表
す
る
活
況
は
な
く
、
こ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
俳

せ
ん
η
命令

諾
や
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
「
川
柳
」
、
和
歌
を
滑
稽
化
し
た

「
狂
歌
」
、
漢
詩
を
も
じ

っ
た
「
狂
詩
」
な
ど
で
し
た
。
こ

う
し
た
庶
民
文
芸
に
属
す
る
歌
書
は
、
蓬
左
文
庫
に
お
い
て

は
、
江
戸
文
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
る

J
尼
崎

久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
な
か
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

- 3-
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蓬
左
文
庫
の
蔵
書
群

尾
張
藩
御
文
庫
の
蔵
書
l

そ
の

3

ー
、
御
側
御
書
物
奉
行
と
凹
代
務
主
士
口
通

初
代
務
主
義
直
の
収
集
に
よ
っ
て
基
礎
が
作
ら
れ
た
尾
張

務
の
「
御
文
庫
」
が
、
駿
河
御
一
謀
本
（
家
康
の
死
後
遺
品
と

し
て
義
直
に
贈
ら
れ
た
・
家
康
の
蔵
書
）
を
含
む
、
前
代
ま
で

の
滞
主
が
残
し
た
書
物
を
管
理
す
る
「
御
文
庫
」
（
表
御
書

物
蔵
）
と
当
代
の
務
主
が
利
用
す
る
書
物
を
管
理
す
る
「
奥

御
文
庫
」
（
ま
た
は
御
側
御
文
庫
）
に
機
能
分
化
し
た
の
は

二
代
務
主
光
友
の
時
代
で
あ
る
。
義
直
の
死
後
そ
の
蔵
牲
を

受
け
継
い
だ
光
友
が
、
自
身
が
常
時
利
用
す
る
書
物
を
除
い

て
、
家
康

・
義
直
の
蔵
省
を
尾
張
徳
川
家
の
蔵
書
と
し
て
後

世
に
伝
え
る
べ
く
「
表
」
の
書
物
｜
尾
張
徳
川
家
の
格
式
に

ふ
さ
わ
し
い
書
物
ー
と
し
て
管
現
し
よ
う
と
し
た
の
が
そ
の

始
ま
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
万
治
元
年
（

一
六
五
八
）
、

「
御
文
庫
」
に
は
、
こ
れ
を
管
理
す
る
書
物
奉
行
が
お
か
れ

た
。
一

方
、
「
奥
御
文
庫
」
に
は
通
常
、
専
任
の
書
物
奉
行

は
お
か
れ
ず
、
務
主
の
側
近
が
そ
の
管
理
に
あ
た
っ
た
が
、

一
度
だ
け
こ
の
「
奥
御
文
庫
」
に
御
側
御
書
物
奉
行
が
お
か

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
凶
代
務
主
士
口
通
の
治
世

（
一
六
九
九

1
一
七

二
ニ
）
で
あ
っ
た
。

吉
通
は
、
元
禄
二
年
（

一
六
八
九
）
、

三
代
務
主
と
な
る

綱
誠
の
第
十
番
目
の
男
子
と
し
て
誕
生
し
た
。
兄
た
ち
は
、

彼
が
凹
歳
に
な
る
ま
で
に
夫
折
、
さ
ら
に
、
二
代
光
友
の
隠

居
に
よ
っ
て
務
主
と
な
っ
た
父
綱
誠
が
、
就
任
後
六
年
に
し

て
、
四
十
七
歳
で
急
死
し
た
た
め
、
元
禄
十
二
年
、
十
絞
で

尾
張
滞
主
と
な
っ
た
。
幼
い
務
主
は
、
父
綱
誠
が
最
も
信
頼

を
お
い
た
弟
で
叔
父
に
当
た
る
尾
張
家
の
分
家
高
須
家
の
初

よ
し
ゆ
き

代
松
平
義
行
の
燕
陶
を
受
け
、
武
技
を
習
得
し
、

兵
学
を
講

じ
る
一
方
、
備
学

・
神
道

・
国
学
を
修
め
た
と
い
う
。
士
口
通

は
、
正
徳
三
年
（

一
七

一
三
）
満
二
四
歳
に
し
て
原
因
不
明

の
急
死
を
遂
げ
る
が
、
存
命
で
あ
れ
ば
、
人
物
、
門
地
と
も

四
代
藩
主
吉
通
の
蔵
書

｜

｜

問
題
な
く
士
円
宗
に
代
わ

っ
て
八
代
将
軍
に
な
る
は
ず
で
あ
っ

た
と
も
い
わ
れ
る
。
死
の
直
前
に
、
側
近
に
伝
え
た
幼
い
跡

継
ぎ
の
た
め
の
尾
張
務
主
と
し
て
の
心
構
え

『円
覚
院
様
御

伝
十
五
箇
条
』
に
煤
り
込
ま
れ
た
初
代
務
主
義
市
以
来
の
勤

王
思
想
が
、
明
治
維
新
に
際
し
て
の
尾
強
滞
の
決
定
に
影
斡

を
与
え
た
と
さ
れ
る
。

と
は
い
え
士
口
通
の
人
物
に
つ
い
て
は
諸
説
に
相
当
な
隔
た

り
が
あ
る
。
尾
張
務
士
朝
日
重
・草
の
日
記

『鶴
鵡
能
中
記
』

は
士
口
通
が
酒
好
き
で
節
度
が
な
い
こ
と
、
急
死
の
原
因
も
大

酒
に
よ
る
ら
し
く
、
尾
張
務
主
ら
し
か
ら
ぬ
呉
常
な
臨
終
で

あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

一
方
、
士
口
通
が
不
可
解
な
急
死
を
遂
げ
る
直
前
の
数
カ
月

ら
か
ま
っ
し
げ
の
り

問
を
側
近
と
し
て
仕
え
た
近
松
茂
矩

ご

六

O
七
j

一
七
七

八
）
が
後
に
そ
の
著
作
に
お
い
て
描
い
た
士
口
通
は
、
尊
皇
の

志
篤
く
、
国
防
に
関
心
を
持
ち
、
平
素
か
ら
兵
馬
の
調
練
を

怠
ら
な
い
務
主
で
あ
り
、
医
学
を
学
ん
で
自
ら
薬
を
調
合
し
、

医
者
を
集
め
て
輪
講
を
行
う
ほ
ど
の
学
問
熱
心
な
人
物
で
あ

る
。何
れ
も
士
口
通
の

一
而
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
士
円

通
に
対
す
る
風
評
が
芳
し
く
な
い
背
景
に
は
、
実
日
に
当
た

る
本
寿
院
の
品
行
が
わ
る
く
、
宝
永
二
年
に
は
、
幕
府
か
ら

艶
居
を
中
し
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
尾
張
務
士
た
ち
の
批
判

の
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

2
、
士
口
通
の
蔵
品
川
日

士
口
通
の
蔵
詐
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
党
保
三
年
（

一
七
四

一二
）
、
当
時
の
書
物
奉
行
赤
松
新
助
が
川
口
写
し
た
「
円
党
院

様
御
医
書
」
と
題
し
た

H
録
が
も
っ
と
も
十
川
い
記
録
で
あ
る
。

こ
の
目
録
に
は
、
正
徳
二
年
か
ら
元
文
年
間
に
い
た
る
注
記

が
あ
り
、
原
本
は
士
口
通
の
存
命
中
か
ら
の
目
録
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
は
、
約

一
七

O
O件
三

O
O
O点
が
記
さ
れ
て

お
り
、
六

O
件

一
二
九
点
の
兵
舎
以
外
は
総
て
医
舎
で
あ
る
。

こ
の

H
録
に
よ
る
と
、
兵
舎
は
、
白
木
箱

一
個
に
、
数
十

附、

百
附
を
超
え
る
大
部
な
医
舎
は
そ
れ
ぞ
れ
本
絡
に
納
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
他
は
七
つ
の
長
持
に
次
の
よ
う
に
納
め

ら
れ
て
い
る
。

「
一
番
御
長
持
唐
本
（
五
十
六
件
）
二
番
御
長
持

和
（
四
十
五
件
）

三
番
御
長
持
外
科
金
措
馬
書
（
二
百

六
十
五
件
）
同
御
長
持
之
内
馬
書
（
六
十
七
件
）

四
番

御
長
持
婦
人
世
（
百
件
）
同
御
長
持
之
内
小
児
書
（
八

十
四
件
）
同
御
長
持
之
内
眼
書
（
六
十
三
件
）

五

番

御

長
持
（
三
百
五
十
三
件
）
六
番
御
長
持
（
三
百
五
十
三

件
）
七
番
御
長
持
（
二
百
四
十
四
件
）
」

士
口
通
は
そ
の
在
世
中
ほ
と
ん
ど
を
江
戸
で
過
ご
し
て
い
る
。

「
正
徳
三
巳
四
月
」

「
正
徳
二
辰
十
月
十
五
日
」
と
記
さ
れ

た
注
記
に
「
尾
州
よ
り
取
寄
上
る
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
江

戸
に
世
か
れ
た
蹴
舎
の
目
録
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
十
八
世
紀
後
半
ま
で
書
き
継
が
れ
た
「
尾
州
定
置
御

山中日
物
目
録
L

ま
た
は
「
御
側
御
書
物
目
録
」
と
呼
ば
れ
る

「
奥
御
文
庫
」
の
目
録
に
は
、
「
御
医
書
」
と
題
し
た
項
目

が
あ
り
、
医
書
約

一
四

O
件

二
ニ

O
O怖
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
「
円
覚
院
様
御
医
書
入
長
持
弐
伴
」
と
あ
る
も

の
や
「
円
党
院
様
御
座
右
之
御
品
与
相
見
候
」
と
い

っ
た
注

記
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
士
口
通
の
蹴
告
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例

も
合
わ
せ
る
と
、
士
口
通
の
蔵
書
は
凹

O
O
O点
前
後
に
も
及

ぶ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
御
文
庫
の
蔵
書
の
基
礎
を
築
い
た
初

代
義
直
、

二
代
光
友
に
継
ぐ
蔵
書
数
で
あ
る
。
と
く
に
草
創

期
の
各
分
野
に
偏
り
の
な
い
収
集
と
は
異
な
り
、
士
口
通
の
個

性
を
明
確
に
反
映
し
た
蔵
書
で
あ
る
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ

り
、
こ

こ
ま
で
徹
底
し
た
例
は
他
の
歴
代
務
主
で
は
確
認
で

き
な
い
。

士
口
通
の
政
令
は
、
目
録
に
よ
る
と
聖
済
総
録
二

O
六
附、

諸

治

準

純

二

O
側
、
太
平
聖
恵
方
五

一
冊
な
ど
の
大
部
な
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立
重
刊
も
あ
る
が
、

一
つ
の
長
持
に
五
百
点
近
い
性
物
が
収

め
ら
れ
て
お
り
、
小
間
千
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
書
名
の
中

に
は
「
写
掛
け
御
医
作
」
と
さ
れ
た
も
の
や
吉
通
に
よ
る
薬

の
諸
方
と
み
ら
れ
る
「
御
楽
法
御
手
鑑
」
な
ど
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
吉
通
自
身
に
よ
る
医
舎
の
写
や
抜
書
、
ノ
ー
ト
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

士
口
通
は
こ
れ
ら
数
千
附
の
蔵
品
川
H

を
常
に
手
元
に
世
い
て
医

学
、
兵
学
の
勉
学
に
勤
し
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
故
に
士
口
通
の

政
計
を
管
理
す
る
専
任
の
御
側
御
持
物
泰
行
が
必
要
で
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
目
録
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
物
に
つ
い
て
表
紙
や

は
U
M

題
後
の
色
、
形
態
の
記
述
が
あ
り
、
「
花
色
」
（
綴
色
つ
ゆ
草

色
）
の
表
紙
、
「
花
色
金
題
後
」
と
い
っ
た
記
述
が
数
多
く

み
ら
れ
る
。
吉
通
の
生
き
た
時
代
の
好
み
で
も
あ
ろ
う
が
、

士
円
通
の
蔵
品
川
け
の
性
格
か
ら
み
て
士
口
通
の
好
み
の

一
端
を
示
し

て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

克
保
三
年
に
作
成
さ
れ
た
「
御
文
庫
L

の
H
録
に
よ
る
と

前
述
の
「
円
党
院
線
御
医
杓
」
に
記
さ
れ
て
い
た
持
物
の
ほ

と
ん
ど
は
、
「
御
文
庫
」
に
納
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。
た
だ
し

士
円
通
が
残
し
た
医
件
に
は
、
士
口
通
自
身
に
よ
る
件
籍
か
ら
の

抜
暫
を
は
じ
め
と
し
て
細
か
な
小
冊
子
も
多
か

っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
か
。
究
政
四
年
（

一
七
九
二
）
、
そ
れ
ぞ
れ
八
五
五

附
と
九
八
五
附
が
納
め
ら
れ
た
長
持
二
停
が
「
御
文
庫
」
か

ら
「
奥
御
文
庫
」
に
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
士
円
通
の
疏
件
に
大
き
な
移
動
は
叫
ん
ら
れ
な
い
が
、

明
治
初
年
の
書
籍
払
い
出
し
の
際
、
「
御
文
庫
」
に
あ
っ
た

も
の
は
、
「
太
平
聖
忠
方
」
の
与
本
五

一
柵
（
5
頁
ハ
絵
参

照
）
を
除
い
て
す
べ
て
処
分
さ
れ
て
い
る
。

二
万
、
「
奥
御

文
庫
」
の
方
の
払
い
出
し
記
録
に
よ
る
と
、
前
述
の
「
御
医

書
L

の
項
の

一
四
二
件
の
内
、
克
政
四
年
に
移
さ
れ
た
長
持

二
梓
を
は
じ
め

一
三
二
件
が
払
い
出
さ
れ
た
事
と
な
っ
て
い

る
。
（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵

「御
側
御
井
物
目
録
写
』
な

お
、
払
い
山
し
を
示
す
「
払
」
の
印
記
の
あ
る
も
の
内
、

一

部
蓬
左
文
庫
に
現
存
す
る
も
の
も
あ
る
。）

ま
た
、
蓬
左
文
庫
に
現
存
す
る
医
刊
の
小
に
は
、
士
円
通
が

毎
日
そ
の
講
義
を
受
け
た
と
い
う
蹴
竹
庵
の
新
作
や
下
記
の

写
真

宗
古川・
Mm内
経
素
川

・
同
誌
位
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
よ

く
似
た
花
色
の
表
紙
で
、
金
題
簸
に
よ
く
似
た
文
字
で
表
題

が
品
ひ
か
れ
て
い
る
。
現
存
す
る

H
録

t
で
川
名
、
術
数
を
杓

A

甘
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
の
、
士
n
通
の
旧
政
で
あ
る

可
能
性
は
高
い
。
い
ず
れ
も

J
尼
府
内
時
国
北
」
の
印
記
が

あ
る
「
奥
御
文
庫
」
の
政
件
で
あ
る
た
め
、
「
御
文
店
」
ほ

ど
藩
主
ご
と
の
完
備
し
た
記
録
は
な
く
、
記
録
の
上
か
ら
旧

蔵
の
藩
主
を
特
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

さ
ら
に
蓬
左
文
庫
に
は
天
明
七
年

（一

七
八
七
）
新
写
の

『聖
済
総
録
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

当
時
御

文
庫
に
あ

っ
た
士
円
通
旧
政
の
同
中
げ
が
あ
ま
り
整

っ
た
写
本
で

は
な
か

っ
た
た
め
、
も
う
占
部
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
士
門
川
一

の
旧
政
件
の
方
が
明
治
初
年
に
処
分
さ
れ
て
い
る
。

士
円
通
の
政
件
は
、
足
強
務
の
政
み
の
な
か
で
、
数
の

t
で

も
大
部
な
桐
性
的
な
蔵
詐
併
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
、

医
学
舎
と
い
う
性
格
が
明
治
初
年
の
払
い
出
し
の
際
に
は
災

い
し
た
と
い
え
よ
う
。
残
さ
れ
た
多
く
の
記
録
や
手
が
か
り

に
比
し
て
、
現
在
の
蓬
左
文
時
の
蔵
ふ
れ
け
か
ら
士
円
通
の
政
刊
鮮

を
復
元
す
る
こ
と
は
岡
知
な
の
で
あ
る
。
（
文

武

制

服

）

参
与
文
献
・
山
本
総

f
「
尼
必
滞
御
文
附
に

つ
い
て
円
」
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紫
の
地
色
に
龍
と
梅
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
文
様
を

織
り
だ
し
た
絹
の
表
紙
に
金
泥
で
霞
を
ひ
い
た
題
籍
、

端
正
な
文
字
で
「
万
葉
集
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
見

返
し
は
布
目
の
斐
紙
に
金
箔
を

一
面
に
抑
し
、
さ
ら

に
背
金
の
切
箔
を
散
ら
し
て
い
る
。
料
紙
は
監
の
繊

維
を
雲
の
よ
う
に
漉
き
込
ん
だ
飛
雲
の
布
白
紙
、
本

文
は
数
人
の
手
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
、
い
ず
れ
も
端

正
な
整
っ
た
文
字
で
あ
る
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
手
の

込
ん
だ
豪
華
な
装
飾
を
ほ
ど
こ
し
な
が
ら
、
調
和
の

と
れ
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

『万
葉
集
』
は
、
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
わ
が
国

最
古
の
総
合
的
大
歌
集
で
あ
る
。
本
書
は
、
江
戸
時

代
初
期
と
推
定
さ
れ
る
写
本
で
、
鎌
倉
時
代
の
僧
仙

覚
が
当
時
の
諸
本
を
校
合
し
て
カ
タ
カ
ナ
の
訓
を
付

し
た
「
新
点
本
」
と
よ
ば
れ
る
系
統
に
属
す
る
。
た

だ
し
、
本
舎
の
よ
う
に
平
仮
名
で
訓
の
付
さ
れ
て
い

る
も
の
は
珍
し
く
、
も
と
も
と
女
性
用
に
整
え
ら
れ

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
八
世
紀
半
ば
の
御
文
庫
の
目
録
で
は
、
究
保
元

・表紙さまざま （表紙口絵解説）

万 葉集

年
（
一
七
四
こ
に
御
文
庫
に
移
さ
れ
た
凹
代
務
主

吉
通
の
生
母
本
寿
院
（
1
一
七
三
九
）
の
蔵
書
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
本
寿
院
は
、
二
五

O
石
取
り
の
尾

張
務
士
の
家
に
生
ま
れ
、
一二
代
務
主
綱
誠
の
側
室
と

な
っ
た
。
綱
誠
に
も
士
口
通
に
も
早
く
に
先
立
た
れ
た

本
寿
院
に
は
「
尾
張
千
純
」
な
ど
と
い
う
異
名
が
示

す
よ
う
に
あ
ま
り
芳
し
い
逸
話
が
な
い
。

本
書
は
大
名
家
な
ど
か
ら
の
贈
答
品
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
義
直
や
光
友
の
夫
人
達
の
蔵
書

を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
目

ど
人
す

録
の
注
記
に
は
、
コ
与
本
、
表
紙
椴
子
、
裏
金
と
り

の
こ
紙
、
内
箱
外
箱
共
ニ
溜
塗
銘
書
金
粉
」
と
あ
る
。

金
文
字
で
「
万
葉
集
」
と
記
さ
れ
た
溜
塗
り
の
二
重

箱
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
残
念
な

が
ら
現
在
こ
の
箱
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
は
い
っ
た
ん
は
御
文
庫
に
納
め
ら
れ
た
も
の

の
、
そ
の
豪
華
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
、
御
文
庫
か
ら
は

ま
も
な
く
持
ち
出
さ
れ
、
調
度
の
ひ
と
つ
と
し
て
使

用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。f万葉集』20巻20lllt

江戸時代初期写

23.6×17.3cm 
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